
令和６年第２回真岡市教育委員会 会議録 

 

１．招集日時 
    令和６年２月１６日（金） 午後２時００分 
 
２．場所 
    真岡市役所 ４０１会議室 
 
３．出席委員の氏名 
（１）教育委員会教育長       山 中 孝 雄 
（２）教育委員会委員（職務代理者） 佐 藤  進 

 （３）教育委員会委員        邑 樂 美智子 
 （４）教育委員会委員        小 倉 淳 子 
 （５）教育委員会委員        横 山 剛 史 
 

４．委員及び傍聴人を除くほか議場に出席した者の氏名 
 （１）教育次長           古 澤 博 之 
 （２）学校教育課長         青 柳 正 子 
 （３）生涯学習課長         荒 石  浩 
（４）文化課長           伊 澤 幸 夫 

 （５）スポーツ振興課長       上 野  努 
 （６）学校給食センター所長     細 谷  亘 

 （７）自然教育センター（兼）科学教育センター所長 菅 野 康 三 

 （８）学校教育課長補佐(兼)総務係長 高 崎 博 美 

 （９）学校教育課教育政策係長    鈴 木 美 苗 

 （10）学校教育課指導係長      保 坂 一 哉 

   

 
５．会議録の作成に当たった者 
    学校教育課長補佐(兼)総務係長 高 崎 博 美 
 
６．令和６年第２回真岡市教育委員会会議録署名人として指名を受けた委員 
                      佐 藤  進 委員 
 
７．開会時間 午後２時００分 
 
８．令和６年第１回真岡市教育委員会会議録の承認 
   高崎学校教育課長補佐兼総務係長が、会議録案を事前に送付した旨を説明し、審

議の結果、原案のとおり承認された。 
  

９．教育長等の事務報告 
   古澤教育次長が、真岡市教育委員会教育長等の事務報告を行った。 
 
10．議案 
  議案第３号「令和６年度 教育予算の要求について」 

青柳学校教育課長から順次、教育委員会各課（所）で所管する教育予算の要求内

容について説明した。 

   佐藤委員より、備品管理システムとはどのようなものか質問があり、鈴木教育政



策係長から、学校にある様々な備品を管理するためのシステムであり、現在使用し
ているものは、真岡市独自で開発したかなり古いシステムを使っているため、現在

の備品の種類に対応しきれておらず、正しい品目で登録されていない備品も多く見
られることから、専門で開発されているソフトを導入することで、学校の備品を正
しく管理できる。また、学校間の備品の貸し出しや廃棄があった際に教育委員会に
提出する申請もオンラインで行えるようになるため、学校事務職員の負担が軽減さ
れるものと説明。 

   小倉委員より、小中学校の ICT 支援員の配置はどのようになっているのかと質問
があり、鈴木教育政策係長から、現在はすべての学校に年間 36 回、月に 3 回ずつ
派遣を行っているが、来年度は学校規模により回数を分ける予定であり、大規模校
に関しては引き続き月 3回、中・小規模校に関しては月 2回の派遣へ変更となる旨
説明。 

   邑樂委員より、廃校となった学校の運動場の管理はどのようになっているかと質
問があり、古澤教育次長から、廃校になった学校施設は市役所全体の財産を管理す
る財政課管財係で管理していく旨説明。 

審議の結果、原案のとおり承認された。 
 

 

議案第４号「令和５年度真岡市一般会計補正予算について」 

   青柳学校教育課長から、今後見込まれる学校施設の老朽化に伴う修繕や長寿命化

に関わる施設整備の財源を積み立てるため、学校施設整備基金積立金を増額する補

正予算を上程することを説明。 

同課長から、スクールバスの債務負担行為について、令和 5年度から 5年間の設

定をしているが、令和 5年 8月に国土交通省関東運輸局より貸し切りバスの運賃料

金が見直され、新たな運賃料金が公示されたことにより、令和 6年度から令和 9年

度までの 4校分の委託料の不足分の債務負担行為を追加設定する旨説明。また、学

校体育館照明ＬＥＤ設置賃借料の小学校 3校分、中学校 2校分について令和 7年度

から 16 年度までの 10 年間の債務負担行為を設定するものであることを説明。 

   荒石生涯学習課長から、真岡市二宮コミュニティセンター空調設備制御盤更新工

事について、工事期間は 10 月から 3月までを予定していたが、製品の納期の遅れ

により、工事期間が 4月までかかることになり、年度内の完成が今年は困難である

ことから、次年度に繰り越す旨説明。 

   同課長から、真岡市新図書館システムの導入業務について、複合交流拠点施設の

開館に伴い、より利便性を高めるために、ＩＣチップを活用した新図書システムを

真岡市図書館、二宮図書館に導入するもので、内容はシステムの機器のリース料及

び保守料になり、令和 7年度から令和 11 年度までの 5年間の債務負担行為を設定

するものであることを説明。 

   伊澤文化課長から、金鈴荘の中の園路整備や、敷地の西側に新たに歩道を整備す

る工事で、昨年 11 月に入札を行い、工事を進めてきたが、その後工事に要する御

影石の納品の見通しが立たず、また、2月 1日から 3月 3日まで、真岡ロマンひな

祭りが金鈴荘をサブ会場として開催されるため、人手の多い土曜日、及び日曜日の

作業は特に避けたく、作業日数も取れないことから年度内は完成が難しいと判断し、

工事請負費の予算全額を次年度へ繰り越す旨説明。 

   上野スポーツ振興課長から、真岡市総合運動公園整備事業の音響設備、備品の購

入について、資材等の不足等により硬式軟式野球場整備が遅れており、音響設備備

品は整備の進捗に合わせて納品する必要があるため、次年度に繰り越す旨説明。 

   細谷学校給食センター所長から、第 2学校給食センター増強工事について、令和



5 年度から令和 6年度の継続費で予算が計上されているが、材料費や人件費の高騰

による工事費の上昇分等を増額するにあたり、総額や年割額を変更する旨説明。 

   小倉委員より、学校の特別教室のＷｉ－Ｆｉ設備と、体育館の空調関係について

は予算化する予定はあるのかと質問があり、鈴木教育政策係長から、特別教室のＷ

ｉ－Ｆｉ工事については、すべて完了していない状況ではあるが、体育館のＷｉ－

Ｆｉは、来年度予算でデジタル戦略課の予算で設置予定となっている旨、青柳学校

教育課長から、体育館の空調についてはくらし安全課で避難所として指定されてい

る体育館に優先順位をつけ設置する旨、古澤教育次長から第一次避難所となってい

る真岡小学校、山前分館に設置予定と聞いている旨説明した。 

   審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

11.（1）令和６年４月の教育委員会について 

   高崎課長補佐兼総務係長から、４月の開催日程案について、４月２２日（月）午
後２時または２３日（火）午後２時の２案を提案し、協議の結果、４月２３日（火）

午後２時に決定される。 
 
13．閉会時間 午後２時５５分 
 
  以上のとおり会議の顛末を記載し、相違ないことを証するため署名する。 
 
 
     令和６年３月４日 
 
                        教育長 
 
 
                        教育委員 

 
 


